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「メタデータ活用から「メタデータ活用から
““Web2.0 for EnterpriseWeb2.0 for Enterprise””へ」へ」

～ドキュメント・メタデータ活用部会の～ドキュメント・メタデータ活用部会の

２年間を振り返って２年間を振り返って

2006.5.23

メタデータ株式会社野村 直之

日本ユニシス株式会社小林 茂
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2004年度メタデータ活用部会成果発表メタデータ活用部会成果発表 1/3
第第33回回XMLXMLコンソーシアムコンソーシアムWeek Week 第第33日（日（20042004年年55月月1919日）日） XMLXMLテクノロジ部会テクノロジ部会

1 1 「メタデータ、「メタデータ、SemanticWebSemanticWebのアプリ動向」のアプリ動向」 野村野村 （リコー）（リコー）

2 2 「用語集オントロジからメタデータ活用へ」「用語集オントロジからメタデータ活用へ」 小林小林 （日本ユニシス）（日本ユニシス） 野村野村（リコー）（リコー）

3 3 「「XBRL2.0XBRL2.0技術内容の解説」技術内容の解説」 XMLXMLテクノロジー部会テクノロジー部会 複合コンテンツ複合コンテンツWG WG 加藤加藤

20042004年度部会紹介セミナー（年度部会紹介セミナー（20042004年年66月月2828日日 、、77月月11日）日）
2 2 メタデータ活用部会メタデータ活用部会

野村野村((リコーリコー),),小林小林((ユニシス・ソフトウェアユニシス・ソフトウェア),),大坂大坂((フジミックフジミック),),藤原藤原((イーストイースト),),山本山本(NTT(NTTソフトソフト))

XMLXMLコンソーシアムセミナー（コンソーシアムセミナー（20042004年年77月月1414日）日）
1 1 「様々なメタデータ活用と情報流通・サービス連携を促進するアプリ、インフラに「様々なメタデータ活用と情報流通・サービス連携を促進するアプリ、インフラに
ついてついて ～メタデータが日常生活に入ってきて便利になる（か）～メタデータが日常生活に入ってきて便利になる（か）」」 ｂｙｂｙ メタデータ活用部会メタデータ活用部会

2 2 「「Semantic WebSemantic Webはいつはいつ""離陸離陸""するか？するか？ ～～20102010年の年のWebWeb、情報検索のイメージ、情報検索のイメージ」」
XMLXMLコンソーシアム顧問コンソーシアム顧問 慶應義塾大学教授、慶應義塾大学教授、W3CW3C副ディレクタ副ディレクタ 萩野達也様萩野達也様

3 3 「プロジェクトマネジメントへの「プロジェクトマネジメントへのSemantic WebSemantic Webサービスの適用の試み」サービスの適用の試み」
東洋大学教授東洋大学教授 中挟知延子様中挟知延子様

4 4 「「Seamless Knowledge Seamless Knowledge を目指して：を目指して：Topic Maps Topic Maps とと Published SubjectsPublished Subjects」」
ナレッジ・シナジーナレッジ・シナジー 代表取締役代表取締役 内藤求様内藤求様

5 5 パネル：パネル：「ユビキタス情報環境におけるメタデータ活用の新アプリとビジネスモデル」「ユビキタス情報環境におけるメタデータ活用の新アプリとビジネスモデル」
～情報流通、サービス連携促進の為の標準化活動、産学協働への期待～情報流通、サービス連携促進の為の標準化活動、産学協働への期待

マサチューセッツ工科大学教授マサチューセッツ工科大学教授 宮川繁様，宮川繁様，ユビキタス・組み込み系部会・ユビキタス・組み込み系部会・大野様大野様
＋上記講演者＋上記講演者
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2004年度メタデータ活用部会成果発表メタデータ活用部会成果発表 2/3 
「「XMLXMLコンソーシアムコンソーシアム 関西での活動を盛りあげよう集会」（関西での活動を盛りあげよう集会」（20042004年年1212月月22日）日）
セミナーセミナー#4#4「「BlogBlogについて」について」 小林小林 ((ユニシス・ソリューションユニシス・ソリューション))

第第66回回XMLXMLコンソーシアムコンソーシアムDay Day 第第22日（日（20052005年年11月月1414日）日）
22 「愛知万博「愛知万博WebWebサービス実証実験サービス実証実験RSSRSS連携サブシステムについて」連携サブシステムについて」

野村野村((リコーリコー), ), 小林小林((ユニシス・ソリューションユニシス・ソリューション), ), 大坂大坂((フジミックフジミック),), 玉川玉川(Sky)(Sky)
3 3 「「SNSSNS、、BlogBlog etc.etc.上の上のvirtual virtual メタデータ活用部会の活動報告」メタデータ活用部会の活動報告」

上田上田 ((沖電気沖電気)) 市川市川 ((日本日本HP) HP) 
4 4 「「XML DBXML DB活用の最近の動向」活用の最近の動向」 金井金井((日本オラクル日本オラクル) ) 

PAGE2005 PAGE2005 ジョイントイベント（ジョイントイベント（20052005年年22月月44日）日）
「メタデータ活用による次世代コンテンツ流通促進のための「メタデータ活用による次世代コンテンツ流通促進のためのXMLXML標準規格と基盤ソ標準規格と基盤ソ
フトウエア」フトウエア」

1 1 「「ATOMATOMの概要の概要とオープンソースライブラリを使ったとオープンソースライブラリを使ったSKY ACTIVE FIELDSKY ACTIVE FIELDへの実装への実装」」
玉川玉川 (Sky) (Sky) 

2 2 「コンテンツ流通に関するメタデータ規格の最近の動向「コンテンツ流通に関するメタデータ規格の最近の動向

～～J/MetaJ/Meta、、MXFMXF、、OAIOAI--PMHPMHなどのご紹介などのご紹介」」, , 武田武田((フライトシステムコンサルティングフライトシステムコンサルティング))
3 3 「「RDFRDF共有ブックマークを使用した共有ブックマークを使用したRDFRDF情報の信頼性表現モデルとその応用情報の信頼性表現モデルとその応用
システム」システム」, , 白石白石(NEC) (NEC) 
4 4 「「XMLXML複合文書エディタ複合文書エディタxfyxfy紹介」紹介」 赤井赤井((ジャストシステムジャストシステム) ) 
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© XML Consortium

2004年度メタデータ活用部会成果発表メタデータ活用部会成果発表 3/3
XMLXMLコンソーシアムセミナーコンソーシアムセミナー「「XMLXMLデータベース徹底研究」データベース徹底研究」（（20052005年年33月月1414日）日）

1  1  XMLXMLデータベースの概要と市場データベースの概要と市場
XMLXMLコンソーシアムコンソーシアム メタデータ活用部会メタデータ活用部会 株式会社リコー株式会社リコー 野村直之氏野村直之氏

2  2  XMLXMLデータベース製品紹介データベース製品紹介
■■DB2 Universal Database (UDB) V8DB2 Universal Database (UDB) V8
日本日本IBMIBM株式会社株式会社 ソフトウェア事業テクニカル・セールス＆サポートソフトウェア事業テクニカル・セールス＆サポート 菅原菅原 香代子氏香代子氏

■■EsTerraEsTerra XML Storage ServerXML Storage Server
株式会社メディアフュージョン株式会社メディアフュージョン XMLXML営業東日本第３営業東日本第３GG 梅本梅本 真義氏真義氏

■■KareareaKarearea
株式会社セック株式会社セック マーケティング本部マーケティング本部 テクニカルマネージャーテクニカルマネージャー 川口川口 浩司氏浩司氏

■■Oracle Database 10g (Oracle XML DB)Oracle Database 10g (Oracle XML DB)
日本オラクル株式会社日本オラクル株式会社 テクノロジープロダクト技術本部テクノロジープロダクト技術本部 プロダクトオペレーションズプロダクトオペレーションズ
データベースグループデータベースグループ 担当マネージャ担当マネージャ 秋本秋本 尚吾氏尚吾氏

■■Sonic XML ServerSonic XML Server
ソニックソフトウェア株式会社ソニックソフトウェア株式会社 セールスエンジニアリング部セールスエンジニアリング部

シニアセールスコンサルタントシニアセールスコンサルタント 武末武末 徹也氏徹也氏

3 3 特別講演特別講演 「優れた「優れたWebDBWebDBの機能・性能要件と技術課題、応用について」の機能・性能要件と技術課題、応用について」
名古屋大学情報連携基盤センター教授名古屋大学情報連携基盤センター教授 XMLXMLコンソーシアム顧問コンソーシアム顧問 吉川正俊氏吉川正俊氏

4 4 パネルディスカッションパネルディスカッション 「「XMLXMLデータ活用の現状・今後の展望」データ活用の現状・今後の展望」
[[パネリストパネリスト] ] 上記講演者上記講演者++ウルシステムズ株式会社ウルシステムズ株式会社 林林 浩一氏浩一氏
[[モデレータモデレータ] ] 株式会社リコー株式会社リコー 野村直之氏野村直之氏
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© XML Consortium

2005年度ドキュメント・メタデータ活用部会メタデータ活用部会1/3
55月月2727日日 XMLXMLコンソーシアム第コンソーシアム第55回総会回総会::「ドキュメント・メタデータ活用部会を紹介」「ドキュメント・メタデータ活用部会を紹介」

66月月 99日日 第第44回回XMLXMLコンソーシアムコンソーシアムWeek 3Week 3日目日目
メタデータ活用、標準化メタデータ活用、標準化DayDay

4 4 「メタデータ活用部会の初年度をふりかえって「メタデータ活用部会の初年度をふりかえって ～今後の展望へ」～今後の展望へ」
野村野村 直之直之((リコーリコー)) 小林小林 茂茂((ユニシスユニシス))

5 5 「愛・地球博見て歩き報告（その１）」「愛・地球博見て歩き報告（その１）」
澤崎澤崎 章二章二((ジャストシステムジャストシステム))

6 6 「愛・地球博見て歩き報告（その２）」「愛・地球博見て歩き報告（その２）」
野村野村 直之直之((リコーリコー)) 玉川玉川 竜司竜司(Sky)(Sky)

66月月1010日日 第第44回回XMLXMLコンソーシアムコンソーシアムWeek 4Week 4日目日目
道路交通情報道路交通情報WebWebサービス実証実験サービス実証実験DayDay

7 7 「Ｂｌｏｇ情報集約Ｗｅｂサービス」「Ｂｌｏｇ情報集約Ｗｅｂサービス」
玉川玉川 竜司竜司 ((ＳｋｙＳｋｙ)  )  伊戸川伊戸川 暁暁((リコーリコー) ) 

8 8 「ＳＫＹ「ＳＫＹ ＡＣＴＩＶＥＡＣＴＩＶＥ ＦＩＥＬＤ」ＦＩＥＬＤ」 玉川玉川 竜司竜司 ((ＳｋｙＳｋｙ))
9 9 「Ｂｌｏｇ」「Ｂｌｏｇ」 小林小林 茂茂 ((ユニシスユニシス), ), 玉川玉川 竜司竜司 ((ＳｋｙＳｋｙ))
10 10 「ＲＳＳ視聴」「ＲＳＳ視聴」 赤井赤井 靖雄靖雄 ((ジャストシステムジャストシステム) ) 
17 17 「「iPlatiPlatプロジェクトを通して実証されたメタデータ駆動ソリューション・アーキテクチャ」プロジェクトを通して実証されたメタデータ駆動ソリューション・アーキテクチャ」

野村野村 直之直之 ((リコーリコー) ) 
1818 「実証実験：まとめ」「実証実験：まとめ」 野村野村 直之直之 ((リコーリコー)) 松山松山 憲和憲和 ((ＰＦＵアクティブラボＰＦＵアクティブラボ))
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© XML Consortium

2005年度ドキュメント・メタデータ活用部会メタデータ活用部会2/3
77月月 55日日 関西部会紹介セミナー関西部会紹介セミナー

6 6 「メタデータ活用部会報告「メタデータ活用部会報告((Ａｔｏｍ部分のご説明Ａｔｏｍ部分のご説明))」」
Ｓｋｙ株式会社Ｓｋｙ株式会社 玉川玉川 竜司竜司 様様 （ドキュメント・メタデータ活用部会）（ドキュメント・メタデータ活用部会）

77月月1313日日 部会紹介セミナー部会紹介セミナー 部会活動紹介セミナー部会活動紹介セミナー

3 3 「部会オリエンテーション」「部会オリエンテーション」
ドキュメント・メタデータ活用部会ドキュメント・メタデータ活用部会 ：： 野村野村 ((リコーリコー))

1212月月1515日日 第第77回回XMLXMLコンソーシアムコンソーシアムDay 1Day 1日目日目
テーマ：テーマ： XMLXMLの新しい潮流とどうつきあうか？の新しい潮流とどうつきあうか？

22--11「人材データを扱う「人材データを扱うHRHR--XMLXMLの特徴から実証実験のアイディアを検討する」の特徴から実証実験のアイディアを検討する」
藤原藤原 隆弘隆弘 ((イーストイースト)) 長谷川長谷川 守邦守邦 ((日立システムアンドサービス日立システムアンドサービス)) 野村野村 ((リコーリコー))

22--22「リッチクライアント、「リッチクライアント、XMLXMLクライアントの最近の動向」クライアントの最近の動向」
宮崎宮崎 昭世昭世 ((日立ソフトウェアエンジニアリング日立ソフトウェアエンジニアリング) ) 荒本荒本 道隆道隆 ((アドソル日進アドソル日進))
赤井赤井 靖雄靖雄 ((ジャストシステムジャストシステム) ) 澤崎澤崎 章二章二 ((ジャストシステムジャストシステム))
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2005年度ドキュメント・メタデータ活用部会メタデータ活用部会3/3
22月月 33日日 PAGE 2006PAGE 2006クロスメディアクロスメディア コンファレンスコンファレンス

テーマ：テーマ：Web2.0Web2.0時代の基幹系情報システムへのメタデータ活用時代の基幹系情報システムへのメタデータ活用
1 Web2.0 for Enterprise1 Web2.0 for Enterpriseについてについて 野村（メタデータ㈱）野村（メタデータ㈱）

2 2 「「Web2.0Web2.0の顔：リッチクライアント、の顔：リッチクライアント、XMLXMLクライアントの最近の動向」クライアントの最近の動向」
宮崎宮崎 ((日立ソフトウェアエンジニアリング日立ソフトウェアエンジニアリング),), 荒本荒本((アドソル日進アドソル日進))

3 3 クロスメディア・アプリクロスメディア・アプリiPlatiPlat ～愛・地球博に出展した、衛星画像、百科事典、現地ケータイ写真、ブ～愛・地球博に出展した、衛星画像、百科事典、現地ケータイ写真、ブ
ログ、道路交通情報、気象情報、宿泊施設情報、観光スポット情報、翻訳等をメタデータで結んだクロスメログ、道路交通情報、気象情報、宿泊施設情報、観光スポット情報、翻訳等をメタデータで結んだクロスメ
ディア連携システムディア連携システム by by 荒本荒本 ((アドソル日進アドソル日進))、玉川（、玉川（SkySky）、重久（内田洋行））、重久（内田洋行）

44「「HRHR--XMLXMLによる人事・総務・プロジェクト管理業務革新の可能性」による人事・総務・プロジェクト管理業務革新の可能性」
藤原藤原((イーストイースト))，長谷川，長谷川((日立システムアンドサービス日立システムアンドサービス))

5 5 フリーディスカッションフリーディスカッション ～講演者全員＋米国～講演者全員＋米国San DiegoSan DiegoからからSkypeSkypeで参加：藤原で参加：藤原 ((イーストイースト))

33月月 33日日 Web2.0Web2.0勉強会第勉強会第11回ミーティング回ミーティング ＋＋XMLXMLコンソーシアムセミナーコンソーシアムセミナー

テーマ：テーマ： Web2.0Web2.0！！ この盛り上がりをどう受け止めれば良いかこの盛り上がりをどう受け止めれば良いか
1 1 「なぜ「なぜXMLXMLコンソーシアムがコンソーシアムがWeb2.0Web2.0か？」か？」 平野平野((インフォテリアインフォテリア), ), 野村野村((メタデータメタデータ))
2 2 「「DOSDOS、、WindowsWindowsそしてそしてWeb 2.0Web 2.0」」 下川下川((イーストイースト))
3 3 「メディアとしての「メディアとしてのWeb2.0Web2.0」～インターネット・マーケティングから見た新潮流」～インターネット・マーケティングから見た新潮流 市川市川 ((日本日本HP) HP) 

技術者の視点で技術者の視点でWeb2.0Web2.0デザインパターンを考える：デザインパターンを考える：
4 4 「アーキテクチャ（スタイル）と「アーキテクチャ（スタイル）とWeb2.0Web2.0 －－W3CW3C、、Tim B.LeeTim B.Leeの見解、スタンス」の見解、スタンス」

慶應義塾大学慶應義塾大学SFCSFC研究所・上席所員研究所・上席所員 野村直之野村直之

5 5 「「Web2.0Web2.0的アプリケーションを考える」的アプリケーションを考える」 ～～iPlatiPlatを題材にを題材に
荒本荒本((アドソル日進アドソル日進 ), ), 宮崎宮崎((日立ソフトウェアエンジニアリング日立ソフトウェアエンジニアリング ), ), 松山松山(PFU(PFUアクティブラボアクティブラボ )  )  

6 6 「「Web2.0Web2.0勉強会勉強会 第第11回ミーティング」回ミーティング」
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© XML Consortium

2006年度ドキュメント・メタデータ活用部会メタデータ活用部会

44月月1111日日 Web2.0Web2.0勉強会勉強会 第第22回ミーティング回ミーティング

テーマテーマ：：エンタープライズ・マッシュアップ！エンタープライズ・マッシュアップ！
1 1 「魅力的なエンタープライズ・マッシュアップをどうやって考えるか」「魅力的なエンタープライズ・マッシュアップをどうやって考えるか」

Sky (Sky (株株)) 玉川竜司玉川竜司

2 2 「企業でのポータルとマッシュアップの利用について」「企業でのポータルとマッシュアップの利用について」
日立ソフトウェアエンジニアリング日立ソフトウェアエンジニアリング((株株)) 宮崎昭世宮崎昭世

3 3 「エンタープライズ向けに有用そうなマッシュアップのモデル、新「エンタープライズ向けに有用そうなマッシュアップのモデル、新
機能案」機能案」
メタデータメタデータ((株株)) 野村直之野村直之
日立ソフトウェアエンジニアリング日立ソフトウェアエンジニアリング((株株)) 宮崎昭世宮崎昭世

4 4 「エンタープライズ・マッシュアップの実際」「エンタープライズ・マッシュアップの実際」
～～AmazonAmazon、、hon.jphon.jp等等 公開されている公開されているAPIAPIの活用事例を中心にの活用事例を中心に
日本ユニシス日本ユニシス((株株)) 小林茂小林茂

5 5 パネルディスカッションパネルディスカッション



5

X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

2006/4/11 第２回Web2.0勉強会

テーマ：エンタープライズ・マッシュアップ！
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© XML Consortium

マッシュアップの目的・メリット
違う種類のデータを組み合わせて新しい価値を創造する違う種類のデータを組み合わせて新しい価値を創造する

Web2.0Web2.0世代の技術が、新しいデータを生み出す世代の技術が、新しいデータを生み出す

代表的な代表的なものものが位置情報・ロングテールが位置情報・ロングテール

低コストでデータの収集・処理を行えるようになったことで生まれ低コストでデータの収集・処理を行えるようになったことで生まれ
た可能性た可能性

点在するデータをとりまとめて新しい価値を創造する点在するデータをとりまとめて新しい価値を創造する
企業内で死蔵されているデータ・知識にスポットライトを当てる企業内で死蔵されているデータ・知識にスポットライトを当てる

「隣の人は何する人「隣の人は何する人ぞぞ」→「隣の人は、私に役立つ知識・活動・」→「隣の人は、私に役立つ知識・活動・
データをもっていないか？」データをもっていないか？」
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© XML Consortium

2006/2/3 クロスメディアコンファレンス
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© XML Consortium

iPlat：Web2.0の視点から
果たして、このシステムは『Web2.0』? か? 

…Web2.0を意識して、実証実験を行なったわけではないのですが…

『Web2.0』的要素を持ったアプリケーション

プラットフォームとしてのWeb

単一デバイスの枠を超えたソフトウェア

軽量なプログラミングモデル

ソフトウェア・リリースサイクルの終焉

データは次世代の「インテル・インサイド」

フォークソノミー

進歩的分散志向

リッチなユーザ経験

ロングテール

進歩的性善説

ユーザは協力者
集合知の利用/ユーザ参加型

Web2.0を構成する要素

○観光情報（メタデータ）のカテゴライズ6

○マッピングWebサービスにより、分散したサービス/コンテンツ
を簡単に地図上にマッピング可能

5

○リッチクライアントとAjaxによるユーザビリティ向上4
△飲食店や特産品へ地図や観光情報からリンク3

本システムの機能/特徴/コンセプト

○各Webサービスは、この実証実験のクライアントからだけで
はなく、それぞれ単独でもアプリケーションのWebコンポーネ
ントとしてのパフォｰマンスを持っている

12

▲カーナビ/TV/携帯電話/PDA/キオスク端末でも使えそう？11
○RSSによる疎連携とWebサービスによる“密”連携10
○実証実験期間中、どんどん進化していった機能9

○道路交通情報、衛星画像、観光情報、気象情報、翻訳辞
書、百科事典などのデータベースをWebサービス経由で利用8 

○“正当な”観光情報と口コミ観光情報(Blog)などのmix)2

○BlogやSKY ACTIVE FIELDによる観光情報の追加
▲プローブカーによる交通情報の提供

1
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© XML Consortium

HR-XML
Human Resource eXtensible Markup Language

SEP (Staffing Exchange Protocol)

SIDES (Staffing Industry Data Exchange
Standards)
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© XML Consortium

XBRL 
eXtensible Business Reporting Language

タ
ク
ソ
ノ
ミ
構
造

タ
ク
ソ
ノ
ミ
構
造

タクソノミとインスタンスタクソノミとインスタンス

データは不可触；メタデータで再構造化データは不可触；メタデータで再構造化
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© XML Consortium

メタデータ活用部会の初年度(2004)を振り返って
http://www.xmlconsortium.org/seminar/050607-10-W04/050609-prog.html

「メタデータ活用部会の初年度をふりかえって ～今後
の展望」 野村直之(リコー),小林茂(ユニシス); PDF(11.6MB)

概要：・・かつてのXML複合文書、SemanticWeb、
NewsML, XML-DBの各ワーキンググループを統合・・
コンテンツ流通の活性化を視野にメタデータ活用部会が発足・・

・・ブログやSNSの勃興と時を同じくしたという追い風もあって充
実した成果：

iPlat愛知万博プロジェクト・サブシステムの構想、設計、開発 ～Blog連
携、動画RSS視聴、携帯画像リアルタイム投稿＆活用
SemanticWebのTrustを実現するモデル ～ RDF共有ブックマークを使
用したRDF情報の信頼性表現モデル
Semantic Search、視覚化のためのメタデータ活用
ブログ／SNSの技術、運用モデル、ビジネスモデル
ATOM/RSSとCMS (Contents Management System)
放送・出版業界で最近注目されるメタデータ標準の概要と分析 ～
J/Meta、MXF、OAI-PMH
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2004年度活動より ～抄

複合文書
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© XML Consortium

2004年度活動より ～抄

セマンティックWebが有用な分野?
• ◆検索
• 検索の手間が削減、必要な情報が得られる

• ◆Webサービス
• サービス・コンテンツの連携など

• ◆ナレッジマネジメント
• 蓄積されたナレッジの検索、人事の適材適所への配置

• ◆リアルタイムなサイトマップ
• デットリンクを回避する

• ◆その他、人間の思考が必要な分野
• Webの意味情報増加により様々な可能性
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© XML Consortium

コンテンツ流通の動向とDRMの重要性
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© XML Consortium

SNS / Blog

Six Apart (Small World理論)
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Blogの仕組み; Atom/RSS

AtomのデータはElementからなりElementの形式はConstructで厳密に規定

TEXT ConstructのTypeTEXT/HTML/XHTMLのいずれか。それぞれのタイプ
が指定されている場合に、例えば<をどう扱うかは厳密に規定

Content Elementの内容は上記3タイプ以外にMIMEのMedia Typeを指定可

名前空間を使った拡張が可能
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メタデータ活用からメタデータ活用から
““Web2.0 for EnterpriseWeb2.0 for Enterprise”” へへ

2004～5年度

技術技術
志向志向

ビジネスビジネス

志向志向

個人個人, , 創発創発, , ｸﾗｲｱﾝﾄｸﾗｲｱﾝﾄ,,
ﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟ,  ,  ｶｼﾞｭｱﾙｶｼﾞｭｱﾙ, , 
『『ああ//こちら側こちら側』』 ??

組織組織, , 統制統制, , ｻｰﾊﾞｻｰﾊﾞ,,
ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ,  ,  ﾌｫｰﾏﾙﾌｫｰﾏﾙ, , 
『『ここ//あちら側あちら側』』 ??

2006年度

技術技術
志向志向

ビジネスビジネス

志向志向

個人個人, , 創発創発, , ｸﾗｲｱﾝﾄｸﾗｲｱﾝﾄ,,
ﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟ,  ,  ｶｼﾞｭｱﾙｶｼﾞｭｱﾙ, , 
『『ああ//こちら側こちら側』』 ??

組織組織, , 統制統制, , ｻｰﾊﾞｻｰﾊﾞ,,
ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ,  ,  ﾌｫｰﾏﾙﾌｫｰﾏﾙ, , 
『『ここ//あちら側あちら側』』 ??

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/
Watcher/nomura


